
　桜咲く４月に開幕した 2024 年の
SUPER GT は、長いシーズンを戦い
いよいよ今季最終戦を迎えた。例年、
最終戦の舞台はモビリティリゾートも
てぎだが、今季は台風 10 号の影響で
８月 31 日〜９月１日に予定されてい
た第 5 戦鈴鹿が延期されており、シー
ズンのフィナーレを飾る一戦となっ
た。これまで SUPER GT が 12 月に
開催されたこともなく、鈴鹿での最終
戦開催も 2005 年以来。各陣営とも
データがない中での最終戦となった。
　TGR TEAM ENEOS ROOKIE は、
すでにチャンピオンの権利は失ってし
まっていたが、それでもこのメンバー
で戦う今季のラストレース。一年を良
い形で終え 2025 年の捲土重来に繋
げるためにも、今季まだ成し得ていな
い優勝、そして何度もチームを苦しめ
たペナルティがない週末を目指した。

　そんな最終戦のレースウイークは、
12 月７日（土）に冬晴れのもと開幕
した。朝晩は冬の冷え込みが感じられ
るものの、迎えた午前９時 20 分から
の公式練習は、気温 11 度／路面温度
12 度というコンディションのもとで
始まった。
　ENEOS X PRIME GR Supra は福
住仁嶺がステアリングを握りコースイ
ン。各車のタイヤのウォームアップの
ペースがまちまちで、トラフィックが
激しいセッションとなったが、そんな
なかクルマのフィーリングを確認。福
住の感触は良好で、11 周を走り大嶋
にステアリングを託した。
　大嶋はその後、二度の赤旗中断を挟
みながら周回を重ねていくが、福住同
様感触は良い。

「持ち込みからフィーリングは良かっ
たですし、選んだ柔らかめのタイヤも

しっかり機能していました」と笑顔を
みせた。
　大嶋はセッションの最後にアタック
シミュレーションを行い、1 分 44 秒
575 というベストタイムを記録。７

番手で公式練習を終えたが、順位以上
に ENEOS X PRIME GR Supra の
フィーリングは良好で、午後の公式予
選での好位置獲得に向けて、チームは
大いに期待を高めた。

公式練習 12 月７日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ
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　悔しいペナルティを受けた公式予選
から一夜明けた 12 月８日（日）、い
よいよ今シーズンのラストレースとな
る決勝レースが午後０時 50 分に始
まった。雲が多く、気温 13 度／路面
温度 19 度という冷え込みのなか迎え
たスタートで、ENEOS X PRIME GR 
Supra のステアリングを握ったのは、
前日の悔しさを晴らしたい福住だ。
　スタート直後、福住はそんな思いを
ぶつけるかのように、降格グリッド
の８番手から一気に２台をパス。さら
に２周目には #19 GR Supra をかわ
し５番手に浮上してみせた。ただ、ス
タート直後こそ機能していたタイヤが
少しずつ苦しくなり、福住は９周目に

　今回の第 5 戦は 12 月の開催で日
没が早いこともあり、いつもより早め
となる午後１時 50 分に公式予選がス
タートした。GT500 クラスの Q1 で、
まずアタッカーを務めたのは大嶋だ。

「予想よりも路面温度が上がっていた
ので、少し硬めのタイヤの方がタイム
は出たかもしれない」と大嶋は、１分
44 秒 221 というタイムを記録。ま
ずは６番手につけた。
　GT300 クラスの Q1 をはさみ迎え
た Q2 のアタッカーを務めたのは福住
だ。コースイン後、しっかりとウォー
ムアップを行い、いざアタックに向か
おうかとしていた福住だったが、こ

公式予選

決勝レース

12 月７日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

12 月８日（日）　天候：晴れ　路面：ドライ

こで思わぬアクシデントが起きた。ア
タックを行っていた #12 Z NISMO 
GT500 が急速に福住の背後に迫り、
福住が意図せず道を塞ぐかたちに。相
手がスピンしてしまったのだ。
　これを見ていた福住は、動揺を抱え
ながらアタックすることになるが、１
分 43 秒 143 までタイムアップ。Q2
のトップタイム、コースレコードを更
新し、合算で３番手につけた。
　ただ予選後、福住には５グリッド降
格のペナルティが課されてしまった。
またも受けたペナルティ。福住にとっ
てはレコード更新の喜びよりも、悔し
さが募る予選となってしまった。

は #3 Z NISMO GT500 に、14 周
目には#23 Z NISMO GT500にオー
バーテイクを許し 7 番手に後退するな
ど、スティント中盤以降は厳しい戦い
を強いられてしまった。
　SUPER GT では、予選で使用した
タイヤが決勝レースのスタートタイヤ
となるが、Q1 か Q2 のどちらのタイ
ヤになるかは抽選となる。福住が履い
ていたのは Q2 のタイヤだったが、こ
れがスタート直後こそ好調だったもの
の、スティント中盤では厳しくなって
しまっていたのだ。
　そんな福住の戦いを見ながら、チー
ムは 18 周で ENEOS X PRIME GR 
Supra をピットに戻した。レース後半
を担当する大嶋には、福住が履いてい
たものとは違うタイヤを選択。チーム
はしっかりとピット作業を決め、大嶋
を送り出した。
　大嶋がコースに戻ってみると、順位
は 8 番手。先にピットストップを行っ
たり、ウォームアップが良いライバル
がおり、わずかに先行されひとつポジ
ションを落とすことになったが、大嶋
はしっかりとタイヤを温めると、レー
ス終盤に向けて追撃を開始していっ
た。後半に向けてチームがチョイスし
たタイヤはコンディションに合ってお
り、ENEOS X PRIME GR Supra は
好ペースで戦うことができた。

　 大 嶋 は 32 周 目、#23 Z NISMO 
GT500 をオーバーテイクしてみせる
と７番手に浮上。さらにレース終盤に
向け、途中スピンを喫しポジションを
落としていた #3 Z NISMO GT500
を追いつめていく。
　46 周 目、 大 嶋 は #3 Z NISMO 
GT500 をオーバーテイクし、６位に
浮上。前を行く #16 CIVIC TYPE-R 
GT を追っていったが、今回は短い
300km レース。51 周のチェッカー
を迎えることになった。
　ENEOS X PRIME GR Supra の最
終戦の順位は６位。８戦中６戦でポイ
ントを獲得したものの、シリーズラン
キングは 11 位という結果となった。

　レースに“タラレバ”は禁物では
あ る が、 今 シ ー ズ ン の ENEOS X 
PRIME GR Supra はトラブルやアク
シデント、ペナルティなど“何かある”
レースが毎戦のように続いてしまっ
た。それによる取りこぼしがランキン
グ 11 位という結果となった。この最
終戦も、予選でのペナルティが順位に
影響してしまったことは否めない。
　速さはある。しかし何かがあった
ときにそれを補うだけの強さが足り
な か っ た の が TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE の 2024 年だった。
　2025 年、チームはさらなる強さを
取り戻し今季獲れなかった優勝、そし
てチャンピオンを目指していく。



ドライバー／監督コメント

今回は持ち込みから悪いフィーリングではなく、ポテンシャルがあったと思います。予選もタイ
ム出ていましたからね。もう少し前の位置からスタートできれば展開も違ったかもしれませんし、
スタートで履いていたタイヤが予選で抽選されたタイヤと逆であれば、もっと良いレースにでき
ていたとも思います。ただ、今シーズンのチームの力で最大の力を発揮することができたレース
ウイークになったのではないでしょうか。僕の後半スティントでは、一時はコンディションにタ
イヤが合っていたライバルが前に出てしまいましたが、レース終盤については良いペースで走る
ことができましたし、追い上げができました。決勝レースはみんなが良い仕事をすることができ
たので、前向きにシーズンオフを迎えられる最終戦になったと思っています。

このレースでは前半スティントを担当しましたが、僕が履いたタイヤはまわりで誰も使っていな
いタイヤで、すぐに順位を上げることこそできたものの、その後はペースが苦しくなってしまって、
うしろを抑えるばかりのレースになってしまったと思います。ただ、レースは何が起きるか分か
りませんし、大きなリスクをとらないようにしながら走っていました。後半は大嶋選手が違う種
類のタイヤで非常に良いペースで走ってくれましたし、内容としては今シーズンの中でもいちば
ん良いものにできたと思っています。公式予選では僕のミスがありましたが、みんながしっかり
とやり切った最終戦にできたのではないかと思います。こういう戦い方をしていけばどんどんチー
ムも変わっていくと思いますので、また来年頑張りたいと思っています。

レース序盤は福住選手がポジションを上げてくれることは予想どおりでしたが、その後福住選手
のスティントではいまひとつペースが伸びなかったので、気温と路面に対してタイヤが合ってい
ないのではないかとジャッジし、レース後半の大嶋選手には違うタイヤで走ってもらいました。
それがうまくいき、大嶋選手にとっても今シーズンいちばんの走りをしてもらえたのではないか
と思っています。この最終戦は全車サクセスウエイトがない状況での戦いなので、上位争いは厳
しい戦いでしたが、そんな中でも６位をもぎ取ることができました。公式予選では残念ながらペ
ナルティをとられてしまいましたが、速さをみせることができましたし、今週は来季に繋がるよ
うなレースができたと思っています。

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER　 福住 仁嶺　Nirei FUKUZUMI

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第５戦鈴鹿　リザルト

12 月７日　公式練習（GT500）

12 月８日　決勝レース（GT500） 2024 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500）

※サクセスウエイトについて

12 月７日　公式予選

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 3'27.008

2 17 Astemo CIVIC TYPE R-GT 塚越広大／太田格之進 BS 3'27.208

3 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 3'27.364

4 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 3'27.605

5 100 STANLEY CIVIC TYPE R-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 3'27.673

6 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 3'28.313

7 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 3'28.414

8 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 3'28.441

9 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 3'28.763

10 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 3'28.894

11 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 3'28.985

12 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 8 野尻智紀／松下信治 BS 3'29.046

13 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 3'29.249

14 64 Modulo CIVIC TYPE R-GT 伊沢拓也／大草りき DL 3'29.257

15 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 3'29.908

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 17 Astemo CIVIC TYPE R-GT 塚越広大／太田格之進 BS 1’43.840

2 100 STANLEY CIVIC TYPE R-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 1’43.874

3 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 1’44.114

4 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 1’44.449

5 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 1’44.482

6 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’44.546

7 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 1’44.575

8 64 Modulo CIVIC TYPE R-GT 伊沢拓也／大草りき DL 1’44.579

9 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 1’44.760

10 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 1’45.146

11 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’45.202

12 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 1’45.355

13 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 8 野尻智紀／松下信治 BS 1’45.511

14 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’45.766

15 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’45.976

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／山下健太 BS 1h44’15.090

2 17 Astemo CIVIC TYPE R-GT 塚越広大／太田格之進 BS 1.513

3 12 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 9.342

4 100 STANLEY CIVIC TYPE R-GT 山本尚貴／牧野任祐 BS 16.084

5 16 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 16 大津弘樹／佐藤蓮 BS 16.698

6 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／福住仁嶺 BS 17.200

7 3 Niterra MOTUL Z 高星明誠／三宅淳詞 BS 24.539

8 23 MOTUL AUTECH Z 千代勝正／ R. クインタレッリ BS 31.259

9 38 KeePer CERUMO GR Supra 石浦宏明／大湯都史樹 BS 33.992

10 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 35.494

11 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 46.918

12 8 ARTA MUGEN CIVIC TYPE R-GT ＃ 8 野尻智紀／松下信治 BS 1’38.936

13 64 Modulo CIVIC TYPE R-GT 伊沢拓也／大草りき DL 1Lap

14 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1Lap

15 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 松田次生／名取鉄平 YH 1Lap

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 36 坪井翔／山下健太 97 0kg

2 100 山本尚貴／牧野任祐 64 0kg

3 3 高星明誠／三宅淳詞 54 0kg

4 38 石浦宏明／大湯都史樹 54 0kg

5 37 笹原右京／ジュリアーノ・アレジ 51 0kg

6 12 平峰一貴／ベルトラン・バゲット 47 0kg

7 39 関口雄飛／中山雄一 46 0kg

8 23 千代勝正／ロニー・クインタレッリ 45 0kg

9 8 野尻智紀／松下信治 43 0kg

10 17 塚越広大／太田格之進 43 0kg

11 14 大嶋和也／福住仁嶺 38 0kg

12 16 大津弘樹／佐藤蓮 35 0kg

13 64 伊沢拓也／大草りき 11 0kg

14 24 松田次生／名取鉄平 8 0kg

15 19 国本雄資／阪口晴南 6 0kg

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2024 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


